
里親家庭の子どものピアサポート活動 

山本 真知子 准教授

（人間関係学部 人間福祉学科）

１．プロジェクトの目的

近年、虐待などさまざまな理由で実の家庭で生活できない子どもたちを家庭で養育する里親やファ

ミリーホームが注目されています。日本では里親やファミリーホームを増やすために様々な取り組み

を行っており、里親家庭で生活する子どもも年々増加しています。本プロジェクトは、NPO 法人東

京養育家庭の会の支部と東京都児童相談所等と連携し、里親やファミリーホームの子どもたちが他の

家庭の子どもや学生とのつながりを持つ「子どもスペシャル」の実施を行いました。この取り組みは

子どもの権利条約の中にある子どもの意見表明権の機会の確保やセルフアドボカシーを行う経験につ

ながり、他の里親家庭の子どもとの関係を作り、相互交流を深めることを子ども側の目的とし、学生

にとっては社会的養護の理解、子どもの理解、児童相談所や児童福祉施設とのつながり、他大学生と

の交流等の学習機会を得ることを目的としています。

２．プロジェクトの概要

9 月 28 日に「子どもスペシャル」を Nature Factory 東京町田にて行いました。駅から遠方である

ことや翌日の準備も兼ね、学生は前日から現地に宿泊しました。学生の参加は大妻女子大学人間福祉

学科の山本ゼミ 4 年生 8 名、3 年生 11 名が参加しました。その他の参加者は、里親、里子、里親家庭

の元委託児童（OG/OB）、児童相談所職員、乳児院・児童養護施設の里親支援専門相談員、里親支援

機関の職員、ファシリテーター、他大学の学生、総勢 100 名を超える人数でした。 

子どもスペシャル当日は、幼児・小学生の子どもたち約 30 名の活動を他大学の学生とともに行い

ました。小学生以下の子どもたちは、大学生の学生が 1 人につき 1 人担当し、午前中はデザート作り

やビンゴ大会を行い、午後はエコバック作りや自由遊びをしました。エコバック作りは Nature 

Factory 東京町田の周辺に落ちている落ち葉や木の枝を使用して、製作しています。 

小学生と一緒に作ったゼリー ビンゴ大会を行っている様子



中高校生の子どもたちと里親は午前中、個性心理学の講義を受けたり、お昼ご飯を作ったりして、

午後から中高校生は OGOB やファシリテーターとお話をする会を行いました。中高校生のお互いの

現在の家庭や学校の状況や進学の際に必要な奨学金など、これからの生活のことや今抱えている気持

ちをファシリテーターと共に話す時間を持ちました。

参加した学生の様子 個性心理学の講演の様子

３．プロジェクトの成果

本プロジェクトを行うことによって、子どもたちの横のつながりができることがとても大きな成果

でした。子どもたちは普段は学校も異なり、住んでいる地域も離れていることで交流することは難し

いため、子ども同士が交流できる機会があることは非常に大切です。また、学生にとっては実際に里

親家庭の子どもと接することで、それまでの机上だけの学びのイメージを変えることができ、児童相

談所や児童養護施設等の社会福祉専門職との出会いから学ぶことができました。今年度も卒業生がフ

ァシリテートとして参加し、先輩と後輩のつながりを持つことができました。大学の学びだけではな

くプロジェクトに参加することで学びが深まる様子もあり、社会福祉士等の実習にも発展させること

ができました。実際にこの活動を通して、児童相談所や里親支援に携わる就職を目指す学生もいます。

４．今後に向けて

本プロジェクトに参加した学生からは「子どもたちの無邪気な笑顔と明るく、優しい性格に触れ、

1 日本当に楽しかったです」、「エコバッグ作りでは自分のものだけでなく、私の葉っぱ探してくれた

り、気にしてくれる様子がありました。見守る側でしたが、逆に助けてくれる場面もあり、とても心

が温まりました」、「子どもたちが里親さんの元へ帰った時の安心した表情を見ていたら家族というも

のは血のつながりだけでは説明できないものであると改めて感じさせられました」といった感想が聞

かれました。児童相談所や里親からも、学生に安心して任せていられるといった声や、今後も継続し

てこの活動に参加してもらいたいといった声も聞かれました。

この活動は経済的な支援や人材的な支援が非常に必要であり、どの地域でも里親家庭の子どもの横の

つながりが持てるわけではありません。地域と連携して大学にある資源等を活用することで、子ども

たちとの関わりを持つことができています。地域と連携することで、社会への貢献と学生にとっては

学ぶ経験ができる双方にとって価値のある活動となっています。今後も子どもたちの意見を取り入れ、

里親や児童相談所等と連携し継続して活動していきたいと考えています。 


